
第 1 0 3 2回 教 育 委 員 会 

 

平成28年10月20日  

県庁舎教育委員室  

 

１ 開   会    午後２時 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

３ 会期の決定 

 

４ 議席の決定 

 

５ 報   告 

（１） 教育長職務代理者の指名について             （教育長） 

（２） 山形県学力等調査について              （義務教育課） 

（３） 平成29年度震災による福島県等からの本県県立高等学校への受検に係

る実施要項について                 （高校教育課） 

（４） 第71回国民体育大会の結果について○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○      （スポーツ保健課競技スポーツ推進室） 

 

６ 議   題 

議第１号 山形県立高等学校管理運営規則の一部を改正する規則の制定につ

いて                   （総務課教職員室） 

議第２号 教職員の人事について           （総務課教職員室） 

議第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づく

意見に係る臨時専決処理の承認について       （総務課） 

議第４号 山形県飯豊少年自然の家の指定管理者の指定について○○○○○

○○○○○○             （文化財・生涯学習課） 

議第５号 平成29年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部

の入学者募集について             （高校教育課） 

議第６号 平成30年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針の決定について

○○○                    （高校教育課） 

   

７ 閉   会 
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平成２８年１０月２０日 

義 務 教 育 課 

 

山山山山    形形形形    県県県県    学学学学    力力力力    等等等等    調調調調    査査査査    にににに    つつつつ    いいいい    てててて    

概概概概        要要要要    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

類別延べ人数                

② ①の内採択に関わる立場にあった延べ人数        ・・・ １２人 

 ③ ②の内、当該発行者の教科書を採択した延べ地区数    ・・・  ６地区 

 ④ 教育委員会関係者数の延べ人数        閲覧当時 ・・・  ２人 

                         採択当時 ・・・  ２人 

 

 【【【【他県の公表予定他県の公表予定他県の公表予定他県の公表予定】】】】    

                

青森県・・・文科の公表に合わせて 

岩手県・・・文科の公表に合わせて 

秋田県・・・３月１４日の文教公安委員会で文科への報告内容を公表 

宮城県・・・３月１５日の教育委員会の席で文科への報告内容を公表 

福島県・・・文科の公表に合わせて 

 

【【【【本県の公表について本県の公表について本県の公表について本県の公表について】】】】 

 ※ 文科省の今後の動向を注視し、文科公表後、文科調査のデータとして公表する。 

１１１１    調査の目的調査の目的調査の目的調査の目的 

   第６次山形県教育振興計画の「社会を生きぬく基盤となる確かな学力を育成する」

という基本方針のもと推進する探究型学習で育てたい学力及び学習状況について、児

童生徒の実態を把握・分析し、探究型学習推進による成果と課題を検証して、学校に

おける児童生徒への指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

    

２２２２    調査対象調査対象調査対象調査対象 

   国・公立の以下の学年を原則として、全児童生徒 

ア 小学校調査  第５学年 （義務教育学校・特別支援学校を含む） 

イ 中学校調査  第２学年 （義務教育学校・特別支援学校を含む）  

                              

３３３３    調査内容調査内容調査内容調査内容 

 （１）学力調査 

ア 教科の枠にとらわれず、知識・技能を活用することができる思考力・判断力・

表現力等を評価する合教科型・総合型の問題を出題する。 

イ 小学校調査の問題は、国語、社会、算数、理科など複数の教科を合わせて出題

し、中学校調査の問題は、国語、社会、数学、理科、英語など複数の教科を合

わせて出題する。 

ウ 出題形式については、記述式の問題を一定割合で導入する。 

（２）学習状況調査 

  調査する学年の児童生徒を対象に、探究型学習との関わりから、児童生徒の生

活状況や学習状況について捉えていきたいことがらについて実施する。 

 

４４４４    調査実施日調査実施日調査実施日調査実施日 

   平成２８年１０月５日（水） 

   ※ 実施日に実施できない場合には、１０月６日（木）７日（金）１１日（火）     

のいずれかの日に実施 

 

５５５５    調査実施調査実施調査実施調査実施状況状況状況状況（受験予定数） 

小学校 

参加校数 →２４７校 

実施日  →５日：２４０校・６日：２校・７日：３校・１１日：２校 

参加予定児童数→９０８２人 （受験者数は現在集計中） 

中学校 

参加校数 →９６校 

実施日  →５日：９２校 ・６日：１校 ・７日：０校・１１日：３校 

参加予定生徒数→１０１６９人（受験者数は現在集計中） 
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 平成２９年度 

震災による福島県等からの山形県立高等学校への受検に係る実施要項 

 

１ 目的 

(1) 震災の影響により山形県（以下、「本県」という）内の小学校に転学し中

学校に入学、あるいは本県中学校に転学し（以下、「震災による転入生」と

いう）、平成２９年度の本県県立高等学校を受検しようとする生徒に対応

し、円滑かつ公正な受検に資する。 

 (2) 原発事故等の影響により、福島県を中心に、本県県立高等学校へ受検しよ

うとする生徒の増加が見込まれることから、他県から受検を希望する中学生

及び本県中学生が安心して受検できる入学者選抜制度に資する。 

 

２ 本実施要項において対象となる生徒 

本県または本県以外の中学校を卒業見込みの者で以下の項目のいずれかに該

当する者とする。 

(1) 震災で罹災した者、または罹災地域に居住しており、地域環境の悪化等に

より通常の生活を営めず避難に及んだ者 

(2) 福島第一原子力発電所の２０キロ圏内に居住しており避難に及んだ者また

は、その付近に居住しており、原発事故による放射線の影響のため地域環境

が悪化し、避難を余儀なくされた者 

(3) 福島県内の居住地から、放射線の影響により避難をした者 

 

３ 定員等 

(1) 平成２９年度入学者選抜において、震災等の影響による定員の変更はない

が、他県からの受検生の増加に対し、以下の配慮を行う。 

① 震災の影響による受検生が受検する学校にあっては、あらかじめ１学級

あたりの上限を４５名以内に定め、合格者を認定できるものとする。 

② 公立高等学校長は中学校長に対して、受検生が震災による避難者である

か確認を求めることができる。 

中学校長は、自校の震災による避難者が本県県立高等学校に志願する場

合には、その生徒についての証明を別紙により志願先高等学校長あて提出

する。 

(2) 志願の制限 

① 住民登録 

ア 本県県立高等学校を受検しようとする者は、入学までに、本県に住民

登録を行うものとする。 

イ 本県の中学校を卒業見込みの者については、本県内への住民登録を条

件としない。この場合、在籍中学校の所在地を受検生の現住所とみな

し、本県の学区制に従い受検できるものとする。 

② 学区外志願の認定については以下のとおりとする。 

ア 本県外からの志願を許可する基準は「一家転住等」である。 

イ 震災の影響の場合であっても、保護者と同居をしない転住（本人のみ

の転居等）については許可しない。ただし、保護者の認定については弾

力的に対応するものとする。 
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③ 区域外就学により県内の中学校を卒業見込みの者が本県外公立高等学校

に入学志願する場合も、「山形県公立高等学校に志願しない旨の証明願」

（別記様式第５号Ｂ）を本県教育委員会教育長に１部提出すること。 

(3) 推薦入学者選抜 

① 平成２９年３月に本県中学校を卒業見込みの生徒については、推薦入学

者選抜の受検資格があるものとし、本県への住民登録を条件としない。 

② 震災の影響により受検生が増加した場合は、学校で定める推薦による選

抜の募集人員より合格内定者を多く認定することができる。 

(4) 一般入学者選抜 

① 震災の影響による受検者の合否の判断については、一般入学者選抜に係

る選抜方法により判断する。 

② 合格者の認定に当たっては、入学定員を超えて本県受検生の合格者が出

ないようにすること。 

 

４ 配慮事項 

(1) 入学定員の上限については、３の(1)①により県立高等学校長が判断できる

ものとするが、合格発表に先立って上限を公にすることはしない。 

(2) 震災による受検生の調査書については、その扱いについて配慮する。 

(3) 面接における質問の内容について配慮する。 

 

５ その他 

(1) 各県立高等学校長は、震災の影響による他県からの受検生の出願及び合格

（内定）状況を、高校教育課長に報告しなければならない。 

(2) 当実施要項は、平成２９年度入選に対応したものであり、平成３０年度以

降の入学者選抜に当たっては、避難者の推移等を参考のうえ別途対応する。 



１．大会期日　　主会期　平成２８年１０月　１日（土）～１０月１１日（火）　：開会式　１０月　１日（土）１．大会期日　　主会期　平成２８年１０月　１日（土）～１０月１１日（火）　：開会式　１０月　１日（土）１．大会期日　　主会期　平成２８年１０月　１日（土）～１０月１１日（火）　：開会式　１０月　１日（土）１．大会期日　　主会期　平成２８年１０月　１日（土）～１０月１１日（火）　：開会式　１０月　１日（土）

４．総合成績４．総合成績４．総合成績４．総合成績

第26位 929点

第23位 566点

男女総合　第１位

ホッケー競技

６．入賞競技団体　本大会　１０競技（前回１１競技）６．入賞競技団体　本大会　１０競技（前回１１競技）６．入賞競技団体　本大会　１０競技（前回１１競技）６．入賞競技団体　本大会　１０競技（前回１１競技）

７．優勝数７．優勝数７．優勝数７．優勝数

第７１回 （岩手県）

第７０回 （和歌山県）

第６９回 （長崎県）

８．団体・個人別　入賞数及び得点　　※（　）の数は、昨年（第７０回）の入賞数・得点等８．団体・個人別　入賞数及び得点　　※（　）の数は、昨年（第７０回）の入賞数・得点等８．団体・個人別　入賞数及び得点　　※（　）の数は、昨年（第７０回）の入賞数・得点等８．団体・個人別　入賞数及び得点　　※（　）の数は、昨年（第７０回）の入賞数・得点等

区別 入賞数

団体     11   (９) 陸上競技 31.0

個人  37  (25) 水泳（競泳） 16.0

合計  48  (34) 水泳（水球） 5.0

ホッケー 40.0

９．種別　入賞数及び得点９．種別　入賞数及び得点９．種別　入賞数及び得点９．種別　入賞数及び得点 ボクシング 10.5

レスリング 21.0

種別 入賞数
ウェイトリフティング

2.0

成年男子 11    (7) 馬術 4.5

成年女子 5    (4) ソフトボール 20.0

少年男子 20  (12) ライフル射撃 8.0

少年女子 １2  (11) カヌー 210.0

合計 48  (34) 合　計 368.0

成年 16   (11)

少年 32   (23)

10．性別　入賞数及び得点10．性別　入賞数及び得点10．性別　入賞数及び得点10．性別　入賞数及び得点

性別 入賞数

男子 31  (19)

女子 17  (15)

合計 48  (34)

１．大会期日１．大会期日１．大会期日１．大会期日　　会期前　平成２８年　９月　４日（日）～　９月１１日（日）　　会期前　平成２８年　９月　４日（日）～　９月１１日（日）　　会期前　平成２８年　９月　４日（日）～　９月１１日（日）　　会期前　平成２８年　９月　４日（日）～　９月１１日（日）

（７０回　３９位　４１０.５　６９回　３２位　４５３.５点）

天皇杯（男女総合成績）

皇后杯（女子総合成績）

（７０回　３６位　８０１.５　６９回　３０位　８７０.０点）

２．会　　場　　岩手県下２．会　　場　　岩手県下２．会　　場　　岩手県下２．会　　場　　岩手県下

３．県選手団　　団長　吉村美栄子　　以下　５０７名（３３競技）３．県選手団　　団長　吉村美栄子　　以下　５０７名（３３競技）３．県選手団　　団長　吉村美栄子　　以下　５０７名（３３競技）３．県選手団　　団長　吉村美栄子　　以下　５０７名（３３競技）

競技得点

9

4

7

５．種目別総合順位５．種目別総合順位５．種目別総合順位５．種目別総合順位

カヌー競技 女子総合1位

陸上競技、水泳（競泳・水球）、ホッケー、ボクシング、レスリング、 ウェイトリフティング、馬術、ソフトボー

ル、ライフル射撃、カヌー

[アーチェリー：個人で入賞したが、天皇杯得点外のためカウントせず]　　　　　　　　　　　　　（※国体競技番号順）

女子総合7位

233     (200) 63.3  (69.1)

 135     (89.5) 36.7  (30.9)

得点 得点割合  ％

368  (289.5) 100

得点 得点割合  ％

368.0 (289.5)

17.3  (26.8)

82.7  (73.2)

56.5   (31.5) 15.4  (10.9)

7.0   (46.0) 1.9  (15.9)

63.5    (77.5)

　　第７1回国民体育大会本大会結果    　　第７1回国民体育大会本大会結果    　　第７1回国民体育大会本大会結果    　　第７1回国民体育大会本大会結果    

平成２８年１0月20日

教育庁スポーツ保健課

368 (289.5) 100%

200 (201.0) 54.3 (69.4)

168   (88.5) 45.7 (30.6)

100%

得点 得点割合  ％

 143.5 (169.5) 39.0  (58.5)

 161.0   (42.5) 43.7  (14.7)

304.5  (212.0)

報告 4－1報告 4－1報告 4－1報告 4－1



NO 順位 競技名 種別 所属 競技得点

1 1位 水泳（競泳） 成年男子 ミキハウス 8.0

2 カヌー 少年男子 寒河江高校３年 8.0

3 カヌー 少年男子 谷地高校３年 8.0

4 カヌー 少年男子 谷地高校 24.0

5 カヌー 少年女子 寒河江高校 24.0

6 カヌー 少年女子 谷地高校 24.0

7 カヌー 少年男子 寒河江高校３年 8.0

8 カヌー 少年男子 谷地高校３年 8.0

9 カヌー 少年男子 谷地高校 24.0

10 ２位 カヌー 少年女子 寒河江高校 21.0

11 カヌー 少年女子 谷地高校 21.0

12 陸上 少年女子 鶴岡工業高校１年 7.0

13 3位 レスリング 少年男子 山形商業高校２年 5.5

14 陸上 少年女子Ｂ 山形中央高校１年 6.0

15 ボクシング 成年男子 中央大学３年 5.5

16 カヌー 少年女子 谷地高校２年 6.0

17 カヌー 少年男子 谷地高校 18.0

18 レスリング 成年男子 自衛隊体育学校 5.5

19 ４位 ライフル射撃 少年女子 南陽高校３年 5.0

20 馬術 成年男子 湯の町乗馬クラブ 4.5

21 ホッケー 少年女子 40.0

22 ５位 ソフトボール 成年男子 山形市役所 20.0

23 カヌー 少年男子 谷地高校 12.0

24 カヌー 少年女子 谷地高校２年 4.0

25 レスリング 成年男子 山形市役所 2.5

26 レスリング 成年男子 日本体育大学４年 2.5

27 ボクシング 少年男子 日大山形高校１年 2.5

28 ボクシング 少年男子 山形南高校３年 2.5

29 レスリング 少年男子 山形商業高校２年 2.5

30 レスリング 少年男子 山形商業高校２年 2.5

31 陸上 成年男子 山形ＴＦＣ 4.0

32 陸上 少年男子共通 山形南高校２年 4.0

33 6位 陸上 少年男子Ｂ 酒田南高校１年 3.0

34 7位 水泳（競泳） 成年女子 筑波大学２年 2.0

35 水泳（競泳） 成年女子 日本体育大学２年 2.0

36 水泳（競泳） 少年男子B 羽黒高校１年 2.0

37 ウェイトリフティング 少年男子 酒田光陵高校３年 2.0

38 ライフル射撃 成年男子 山形県警察 2.0

39 陸上 少年女子Ｂ 九里学園１年 2.0

40 8位 水泳（水球） 少年男子 山形工業高校 5.0

41 水泳（競泳） 成年女子 日本体育大学２年 1.0

42 水泳（競泳） 少年男子B 羽黒高校１年 1.0

43 ライフル射撃 少年女子 南陽高校３年 1.0

44 陸上 少年男子共通 庄内総合高校３年 1.0

45 陸上 成年女子 大東文化大２年 1.0

46 陸上 成年男子 日本大学３年 1.0

47 陸上 成年女子 福島大学４年 1.0

48 陸上 成年少年男子共通 1.0

本大会合計 368.0

冬季大会競技得点 161.0

参加得点 400.0

第７１回国体得点合計第７１回国体得点合計第７１回国体得点合計第７１回国体得点合計 929.0929.0929.0929.0

＊ 天皇杯得点外

7位 アーチェリー 成年女子 ハードオフコーポレーション

山形選抜

JC-2（500m）

JWK-1（200m） 中村　天音

六段障害飛越競技 秋葉　友勝

11．入賞一覧11．入賞一覧11．入賞一覧11．入賞一覧

　　第７１回国民体育大会本大会入賞一覧　　　第７１回国民体育大会本大会入賞一覧　　　第７１回国民体育大会本大会入賞一覧　　　第７１回国民体育大会本大会入賞一覧　

種目 選手名

100ｍ平泳ぎ 小関　也朱篤

JC-1（500m） 志田　駿太郎

JK-1（500m） 縄　　空

10ｍS40JW 髙橋　佳伶

JWK-2（200ｍ）

JWK-4（200ｍ）

増川　かな・増川　知保

100ｍ 青野　朱李

個人 中村　美樹

BRS20JW 井上　　瞳

円盤投 松田　知利

100ｍ 佐藤　日奈子

山形選抜

400ｍ 山木　伝説

ピン級

ライトウェルター級

箭柏　鳳成

星川　翔太

４×100ｍR

800ｍ 小野　莉奈

10MAP60M 大平　正義

山形選抜

400ｍ自由形 長谷川　鼓

100ｍ自由形 今野　太介

長沼　明音800ｍ

3000ｍ 荒生　実慧

ライトウェルター級

56kg級・スナッチ 大場　秀太

庄司　奈央

池田　龍斗

グレコローマンスタイル50kg級

グレコローマンスタイル60kg級

100ｍ自由形 長谷川　鼓

100ｍ背泳ぎ 西脇　怜奈

110ｍH

5000ｍW

古川　裕太郎

五十嵐　海成

荒木　航洋・荒木　岳樹

JWK-1（500m） 中村　天音

フリースタイル61kg級 須藤　　学

フリースタイル74kg級 高島　優太

50ｍ自由形 今野　太介

吉見・大川・吉田・佐藤

縄　　空

JK-2（500m）

JC-1（200m）

菊池　憲斗・木村　大翔

志田　駿太郎

山形選抜

菊池　憲斗・木村　大翔

JK-1（200m）

JK-2（200m）

JC-2（200m） 荒木　航洋・荒木　岳樹

JWK-2（500ｍ） 増川　かな・増川　知保

円盤投 齋藤　真希

吉見・大川・吉田・佐藤JWK-4（500ｍ）

岡澤　セオン

グレコローマンスタイル85kg級 鶴巻　　宰

フリースタイル84kg級 今野　港斗

報告 4‐2報告 4‐2報告 4‐2報告 4‐2



1111－－－－1111    

議第 １ 号 

 

   山形県立高等学校管理運営規則の一部を改正する規則の制定について 

 

 山形県立高等学校管理運営規則の一部を改正する規則を次のように制定する。 

 

山形県立高等学校管理運営規則の一部を改正する規則 

 山形県立高等学校管理運営規則（昭和 41 年４月県教育委員会規則第３号）の一部

を次のように改正する。 

 別表第１中 

「         

 同   山形西高等学校 普 通  240  を    

     」    

「         

 同   山形西高等学校 普 通  200  に、    

     」    

「         

 同   山形工業高等学校 工 業 機械システム 80    

 を 

   電子システム 40    

   情報システム 40    

   建築システム 40    

   環境システム 40    

        」 

「         

 同   山形工業高等学校 工 業 機械システム 募集停止    

 に、 

   電子システム 募集停止    

   情報システム 募集停止    

   建築システム 募集停止    

   環境システム 募集停止    

   機械 40    

   電子機械 40    

   電気電子 40    

   情報技術 40    

   建築 40    

   土木・化学 40    

        」 

「      「   

 120  80  

 40 」 を 40 」 に、 

 40  40  

  」  」 

  



1111－－－－2222    

「         

 同   鶴岡工業高等学校 工 業 機械システム 募集停止 工 業 工業技術 夜40 

 を 

   生産システム 募集停止    

   

電気電子シス

テム 

募集停止 

 

   

   

情報通信シス

テム 

募集停止 

 

   

   建築システム 募集停止    

   環境システム 募集停止    

   機械 40    

   電気電子 40    

   情報通信 40    

   建築 40    

   環境化学 40    

        」 

「         

 同   鶴岡工業高等学校 工 業 機械 40 工 業 工業技術 夜40 

 に、 

   電気電子 40    

   情報通信 40    

   建築 40    

   環境化学 40    

        」 

「         

 同   庄内農業高等学校 農 業 生物生産 40    

 を    園芸科学 40    

   生物環境 40    

        」 

「         

 同   庄内農業高等学校 農 業 生物生産 募集停止    

 に、 

   園芸科学 募集停止    

   生物環境 募集停止    

   食料生産 40    

   食品科学 40    

        」 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         



1111－－－－3333    

「         

 同   酒田光陵高等学校 普 通  80    

 を 

  工 業 機械 40    

   電子機械 40    

   

エネルギー技

術 

40 

 

   

   環境技術 40    

  商 業 国際経営 募集停止    

   ビジネス流通 40    

   ビジネス会計 40    

  情 報  40    

 同   遊佐高等学校 普 通  募集停止    

  総 合  40    

        」 

「         

 同   酒田光陵高等学校 普 通  80    

 に 

  工 業 機械 40    

   電子機械 40    

   

エネルギー技

術 

40 

 

   

   環境技術 40    

  商 業 ビジネス流通 40    

   ビジネス会計 40    

  情 報  40    

 同   遊佐高等学校 総 合  40    

        」 

改める。 

   附 則 

この規則は、平成 29 年４月１日から施行する。 

 

   提 案 理 由 

 平成 29 年度高等学校再編整備計画に伴う入学定員の変更及び学科名変更を行うた

め提案するものである。 

 

  平成 28 年 10 月 20 日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長  瀬  渉    



別表第１ 別表第１

入学

定員

入学

定員

入学

定員

入学

定員

（略） （略）

普　通 240 普　通 200

（略） （略）

同　　　山形工業高等学校 工　業 機械シス

テム

80 工　業 機械シス

テム

募集停止

電子シス

テム

40 電子シス

テム

募集停止

情報シス

テム

40 情報シス

テム

募集停止

建築シス

テム

40 建築シス

テム

募集停止

環境シス

テム

40 環境シス

テム

募集停止

機械 40

電子機械 40

同　　　山形西高等学校 同　　　山形西高等学校

山 形 県 立 高 等 学 校 管 理 運 営 規 則 新 旧 対 照 表

高等学校の名称・課程及び入学定員 高等学校の名称・課程及び入学定員

学校名

現  　　　　　　　　　　 行 改　　　　　正　　　　　案

設置学科 設置学科

全日制の課程 定時制の課程

設置学科

同　　　山形工業高等学校

学校名

全日制の課程 定時制の課程

設置学科

11 11
－－ －－

電子機械 40

電気電子 40

情報技術 40

建築 40

土木・化

学

40

（略） （略）

同　　　新庄南高等学校 普　通 120 同　　　新庄南高等学校 普　通 80

商　業 総合ビジ

ネス

40 商　業 総合ビジ

ネス

40

普　通 40 普　通 40

（略） （略）

　　　　金山校 　　　　金山校

－－ －－
44 44



工　業 機械シス

テム

募集停止 工　業 工業技術 夜　40 工　業 機械 40 工　業 工業技術 夜　40

生産シス

テム

募集停止 電気電子 40

電気電子

システム

募集停止 情報通信 40

情報通信

システム

募集停止 建築 40

建築シス

テム

募集停止 環境化学 40

環境シス

テム

募集停止

機械 40

電気電子 40

情報通信 40

建築 40

環境化学 40

（略） （略）

農　業 生物生産 40 農　業 生物生産 募集停止

園芸科学 40 園芸科学 募集停止

生物環境 40 生物環境 募集停止

同　　　庄内農業高等学校

同　　　鶴岡工業高等学校

同　　　庄内農業高等学校

改　　　　　正　　　　　案

同　　　鶴岡工業高等学校

現  　　　　　　　　　　 行

11 11
－－ －－
55 55

生物環境 40 生物環境 募集停止

食料生産 40

食品科学 40

（略） （略）

普　通 80 普　通 80

工　業 機械 40 工　業 機械 40

電子機械 40 電子機械 40

エネル

ギー技術

40 エネル

ギー技術

40

環境技術 40 環境技術 40

商　業 国際経営 募集停止 商　業 ビジネス

流通

40

ビジネス

流通

40 ビジネス

会計

40

ビジネス

会計

40 情　報 40

情　報 40 総　合 40

普　通 募集停止

総　合 40

（略） （略）

同　　　遊佐高等学校

同　　　遊佐高等学校

同　　　酒田光陵高等学校 同　　　酒田光陵高等学校

55 55





























4444－－－－1111    

議第 ４ 号 

 

山形県飯豊少年自然の家の指定管理者の指定について 

 

山形県飯豊少年自然の家の指定管理者の指定について、地方自治法（昭和 22 年法

律第 67 号）第 244 条の２第３項の規定により、次のとおり指定する。 

 

１ 公の施設の名称  山形県飯豊少年自然の家 

２ 指定する団体  山形市鉄砲町二丁目 13 番 18 号 

 株式会社ヤマコー 

３ 指 定 の 期 間  平成 29 年４月１日から平成 32 年３月 31 日まで 

 

提 案 理 由 

山形県飯豊少年自然の家の指定管理者を指定するため提案するものである。 

 

平成 28 年 10 月 20 日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長  瀬  渉    

 

 

 



 

5555－－－－1111    

議第 ５ 号 

 

平成 29 年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の入 

学者募集について 

 

 平成 29 年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の入学者を別紙

のとおり募集する。 

 

提 案 理 由 

 平成 29 年度における山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の入学

者の募集を行う必要があるため提案するものである。 

 

平成 28 年 10 月 20 日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長  瀬  渉    



１　山形県立高等学校全日制の課程及び定時制の課程

入学定員

山形県立 普通 240

同 普通 240

理数 40

同 普通 200

同 普通 160

音楽 40

同 工業 機 械 40

電 子 機 械 40

電 気 電 子 40

情 報 技 術 40

建 築 40

土 木 ・ 化 学 40

同 普通 160

体育 80

同 普 通 午前 40

午後 40

夜 40

同 普通 200

農業 食 料 生 産 40

商業 情 報 経 営 40

同 総合 160

同 家庭 食 物 40

福 祉 40

看護 看 護 40

同 普通 200

同 工業 機 械 40

電 子 機 械 40

情 報 技 術 40

同 普通 120

同 総合 120

同 農業 農 業 経 営 40

農 業 環 境 40

工業 機 械 40

電 子 情 報 40

商業 流 通 ビ ジ ネ ス 40

同 普通 200

同 総合 160

同 普通 200 普 通 夜 40

最 上 校 普通 40

同 普通 80

商業 総 合 ビ ジ ネ ス 40

金 山 校 普通 40

同 農業 生 物 生 産 40

生 物 環 境 40

工業 機 械 電 気 40

環 境 デ ザ イ ン 40

真 室 川 校 普通 40

山 形 東 高 等 学 校

山 形 南 高 等 学 校

山 辺 高 等 学 校

天 童 高 等 学 校

北 村 山 高 等 学 校

東桜学館高等学校

山形中央高等学校

山形工業高等学校

山 形 西 高 等 学 校

山 形 北 高 等 学 校

寒 河 江 高 等 学 校

上山明新館高等学校

霞城学園高等学校

寒河江工業高等学校

谷 地 高 等 学 校

左 沢 高 等 学 校

新 庄 北 高 等 学 校

村山産業高等学校

新 庄 南 高 等 学 校

新庄神室産業高等学校

別　紙

学　校　名

全 日 制 の 課 程 定 時 制 の 課 程

設 置 学 科 設 置 学 科 入学定員

特　　　記

 5－2 5－2 5－2 5－2



入学定員

同 普通 160

理数 40

同 普通 160

同 工業 機 械 40 工 業 産 業 夜 40

生 産 デ ザ イ ン 40

電 気 情 報 40

建 築 40

環 境 工 学 40

同 商業 総 合 ビ ジ ネ ス 80

情 報 ビ ジ ネ ス 40

同 農業 生 物 生 産 40

園 芸 福 祉 40

食 料 環 境 40

同 普通 200

同 総合 120

同 普通 200

同 工業 機 械 シ ス テ ム 40

電 子 シ ス テ ム 40

福祉生産システム 40

同 総合 80

同 普通 80

同 普通 160

理数 40

山 添 校 普通 40

同 普通 160

同 工業 機 械 40 工 業 工業技術 夜 40

電 気 電 子 40

情 報 通 信 40

建 築 40

環 境 化 学 40

同 普通 120

総合 160

同 水産 海 洋 技 術 40

海 洋 資 源 40

同 農業 食 料 生 産 40

食 品 科 学 40

同 総合 120

同 普通 200

同 普通 200 普 通 夜 40

同 普通 80

工業 機 械 40

電 子 機 械 40

エ ネ ル ギ ー 技 術 40

環 境 技 術 40

商業 ビ ジ ネ ス 流 通 40

ビ ジ ネ ス 会 計 40

情報 40

同 総合 40

　一般入学者選抜におい

て、普通科と理数科は、ま

とめて募集する。

　全日制の課程において、

機械科と生産デザイン科、

建築科と環境工学科は、そ

れぞれまとめて募集する。

米沢興譲館高等学校

庄内農業高等学校

置賜農業高等学校

　一般入学者選抜におい

て、普通科と理数科は、ま

とめて募集する。

全 日 制 の 課 程 定 時 制 の 課 程

特　　　記

米沢商業高等学校

米沢工業高等学校

米 沢 東 高 等 学 校

学　校　名

設 置 学 科 設 置 学 科

鶴岡中央高等学校

鶴岡工業高等学校

荒 砥 高 等 学 校

鶴 岡 北 高 等 学 校

南 陽 高 等 学 校

長井工業高等学校

小 国 高 等 学 校

鶴 岡 南 高 等 学 校

高 畠 高 等 学 校

長 井 高 等 学 校

入学定員

遊 佐 高 等 学 校

酒 田 東 高 等 学 校

酒田光陵高等学校

酒 田 西 高 等 学 校

庄内総合高等学校

加茂水産高等学校

 5－3 5－3 5－3 5－3



２　山形県立高等学校通信制の課程

同

３　山形県立特別支援学校の高等部

入学定員

若干名

若干名

同 若干名

同 14

同 14

同 11

同 若干名

同 14

同 14

同 22

同 11

同 11

同 11

同 24

同 16

４　山形県立高等学校専攻科

山形県立

５　山形県立特別支援学校の高等部専攻科

山形県立 若干名

若干名

生産技術 若干名

看　　　護 40

普　　通

同 山 形 聾 学 校 県下一円

商業技術

楯岡特別支援学校

大 江 校

　寒河江市、河北町、西川町、朝日町

　大江町

山 形 盲 学 校 県下一円 理　　療

学　校　名 受入れ区域 設置学科 入学定員

上山高等養護学校

　山形市、米沢市、寒河江市、上山市

　村山市、長井市、天童市、東根市

　尾花沢市、南陽市、山辺町、中山町

　河北町、西川町、朝日町、大江町

　大石田町、高畠町、川西町、小国町

　白鷹町、飯豊町

普　　通

鶴岡高等養護学校 　鶴岡市、酒田市、庄内町、三川町、遊佐町 普　　通

村山特別支援学校 　山形市、上山市、天童市、山辺町、中山町 普　　通

　村山市、天童市、東根市、尾花沢市、

　大石田町、

普　　通楯岡特別支援学校

鶴 岡 養 護 学 校 　鶴岡市、庄内町、三川町 普　　通

新 庄 養 護 学 校

　新庄市、金山町、最上町、舟形町

　真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢村

普　　通

酒田特別支援学校 　酒田市、遊佐町 普　　通

米 沢 養 護 学 校 　米沢市、南陽市、高畠町、川西町 普　　通

ゆきわり養護学校 　県下一円 普　　通

米 沢 養 護 学 校

西 置 賜 校

　長井市、小国町、白鷹町、飯豊町 普　　通

保健理療

山 形 養 護 学 校 　県下一円 普　　通

山 形 聾 学 校 　県下一円 普　　通

普　　　通 80

学　校　名 受入れ区域 設置学科

普　　通

山 形 盲 学 校 　県下一円

鶴岡南高等 学校

山形県立

学　校　名 設置学科 入学定員

山形県立 霞城学園高等学校

普　　　通 120

服　　　飾 40

山 辺 高 等 学 校

（注）受入れ区域について特別な事情がある場合には、校長が調整する。

学　校　名 設置学科 入学定員

 5－4 5－4 5－4 5－4
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議第 ６ 号 

 

平成 30 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針の決定について 

 

 平成 30 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針を別紙のとおり決定する。 

 

   提 案 理 由 

 平成 30 年度における山形県立高等学校入学者選抜に係る基本方針を定める必要が

あるため提案するものである。 

 

平成 28 年 10 月 20 日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長  瀬  渉    
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平成平成平成平成 30303030 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針（案）（案）（案）（案）    

 

 平成 30 年度山形県立高等学校全日制の課程及び定時制の課程の入学者選抜は、次の方針に基づ

いて行う。 

 

１ 入学者の募集は、県教育委員会の公告に基づき、各高等学校長が行う。 

なお、教育長が特に必要と認める場合は、第２次募集を行うことができる。 

２ 入学志願は次の各号に定めるところによる。 

(1) 入学志願は１人１校とし、在籍又は出身の中学校、これに準ずる学校、義務教育学校又は中

等教育学校（以下「中学校」という。）の校長を経由して行うものとする。 

(2) 入学志願に係る通学区域は、「山形県立中学校及び高等学校の通学区域に関する規則」（昭和

24 年３月県教育委員会規則第４号）の定めるところによる。 

(3) ２校以上に同時に志願した者は、選抜の対象から除外する。 

３ 入学者の選抜は、各高等学校長が、それぞれ次の各号に定めるところにより行う一般入学者選

抜、推薦入学者選抜及び連携型入学者選抜のうちいずれかの選抜方法により、各高等学校、学科

等の特色に配慮しつつ、その教育を受けるに足る能力・適性等を判定して行う。 

  また、選抜は、中学校における学習等の諸活動の記録及び県教育委員会が実施する学力検査の

成績等の資料に基づいて行うものとする。 

(1) 一般入学者選抜は、次に定めるところにより行う。 

ア 中学校長から送付された調査書及び学力検査の成績に基づき選抜する。ただし、体育科及

び音楽科の選抜においては、適性検査を行い、その結果を選抜の資料として加えるものとす

る。 

イ 調査書中の各教科の評定と学力検査の成績の比率は、高等学校長が定める。 

ウ 選抜に当たっては、面接を行うものとし、高等学校長は、その結果を選抜の資料に加える

ことができる。 

(2) 推薦入学者選抜は、専門学科と総合学科において、必要に応じて、次に定めるところにより 

行う。 

ア 推薦入学者選抜は自己推薦によるものとする。この場合、学力検査を行わずに、自己推薦

書、調査書及び面接に基づき選抜する。ただし、体育科及び音楽科の選抜においては、適性

検査を行い、その結果を選抜の資料として加えるものとする。 

イ 必要に応じて作文、実技検査及び当該高等学校作成の基礎学力検査を課し、これらの結果

等を選抜の資料に加えることができる。 

(3) 連携型入学者選抜は、中高一貫教育を行う連携型中学校から連携型高等学校への入学者の選

抜に当たり、次に定めるところにより行う。 

ア 学力検査を行わず､「学習のまとめ」及び面接に基づき選抜する。 

４ 調査書を選抜の資料とする場合は、調査書中の「特別活動等の記録」及びその他の記録にも十

分留意するものとする。 

５ 学力検査は、次の各号に定めるところにより行う。 

(1) 学力検査は、平成 30 年３月 10 日（土）に同一問題で一斉に行う。 

 (2) 学力検査は、すべての学校・課程・学科において国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）

について行う。 

(3) 学力検査の問題は、中学校学習指導要領（平成 20年文部科学省告示第 28号）に基づいて出

題する。 

(4) 検査時間は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）それぞれ 50分とする。 
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 (5) 配点は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）それぞれ 100 点とする。ただし､高等学

校長が必要と認めるときは、特定教科の配点の比重を変更することができる。 

６ 高等学校長が必要と認め、自己申告等に関する書類が提出された場合は、これを選抜の資料と

して加えることができる。 

７ 合格者の発表は、平成 30年３月 17日（土）に受検番号によって行う。 

８ 国立諸学校を受検して合格した志願者については、在籍又は出身の中学校長は、志願先の高等

学校長に対し、国立諸学校への入学の諾否を報告しなければならない。 

９ その他入学者選抜の実施上必要な事項は、別に定める入学者選抜実施要項に示す。 

 

付 記 

１ 高等学校専攻科の入学者選抜については、別に定める。 

２ 定時制の課程における成人の入学者選抜及び通信制の課程における入学者選考については、

別に定める入学者選抜実施要項に示す。 

 


